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第２回真室川町庁舎建設委員会【会議録要旨】 

日 時：平成 30年 4月 20日（金）18時 30～20時 

場 所：役場 3階会議室 

【会議次第】 

１．開  会 

２．委員長あいさつ 

３．報告 

(1) 新庁舎基本設計検討経過報告 

４．議  事 

（1）町民等からの意見の基本設計への反映状況 

（2）基本設計中間報告 

（3）質疑、意見 

（4）今後のスケジュール 

（5）その他 

５．閉  会 

 

【委員の出席状況】 

沓澤康平委員長、池田廣一副委員長、外山正利委員、大友又治委員、井上夏来委員、

笹原透委員、佐藤保委員、庄司一夫委員、柴田悟委員 

【事務局等の出席状況】 

 佐藤和弥総務課長、佐藤佐幸総務課主幹、阿部健一総務課長補佐、佐藤新一主任、髙

橋憲一郎主事、㈱羽田設計事務所担当者 

 

【傍聴人数】 

 4名 

 

【会議内容】 

 １．事務局（主幹）の進行で開会 

 

 ２．委員長あいさつ 

   「検討委員会を経て、昨年１０月６日に庁舎建設委員会として設立した。本日は

２回目の委員会となる。大事な委員会となるので、皆さんの意見を伺いながら、よ

り良い庁舎建設に繋げたい。」 

  

 ３・報告 

(1) 新庁舎基本設計検討経過報告 

   これまでの経過を事務局より報告。 

     ワークショップを２回開催し、新庁舎に求める機能や既存施設との連携につ
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いて意見・要望をいただき、役場職員による庁舎建設専門委員会では具体的な

機能・面積・配置等を検討した。新庁舎に福祉課を移動すべきか等について、

地域福祉計画推進委員会等での意見を反映する必要があったことにより、２月

末までの設計完了が困難となったため、５月末まで基本設計契約を延長した等

の経過を説明。 

    

 

４．議事 

（1）町民等からの意見の基本設計への反映状況 

  資料の主要な項目に沿って、ワークショップ等での意見等の反映状況について、

事務局より説明。 

 

（2）基本設計中間報告 

  資料に沿って、真室川町新庁舎基本設計書中間報告（案）について、事務局よ

り説明。その後、外観案模型で概要説明。 

 

（3）質疑、意見 

（委 員）いろいろな意見等をこの設計に反映させているようだが、議会事務局や議

長室の配置は意見を聞いての基本設計か。 

（事務局）今回お示しした基本設計中間案については、まだ決定ではない。面積的に

は、お示しした範囲でお願いしたいが、議員の方々の検討・議論を最終案に反

映させていきたい。 

（委 員）議員控室の左側のロッカールームまでが議会の範囲と考えていいか。 

（事務局）ロッカールームまでを議会のスペースと考えている。 

（委 員）議場に関して、以前視察を行った際、視察先で議場らしくない、段差等も

なくイスやテーブルも移動すればスペースとして利用できるようであった。こ

の設計もそのような方向性と考えて良いか。 

（事務局）議場としての機能をしっかり持てる部分と併せて地域の方々にも利用いた

だけるような多目的な機能を持たせると考えている。議場なので、議長席は一

定程度の雛壇を考えている。議員の皆さんのイス及び机は、町民に開放する際

は器具庫へ収納を可能とする。傍聴席については、見やすいように段差をつけ

るようにしたい。コンサート等でも視野的に見やすいようにするのも可能。 

（委 員）移動式の雛壇と考えていいか。 

（事務局）まだ、決定ではない。壁に収納する方法もあるため、検討したい。 

（委 員）傍聴席の予定が３０席ということだが、若干少ない感じがするとともに、

傍聴席をフラットにして、会議室として開放したらどうか。 

（事務局）ご意見として承りたい。 

（委 員）傍聴席は間仕切り無しか。 

（事務局）今の予定では、柵だけ設置予定。 



3 
 

（委 員）傍聴席のイスは固定するか。３段あるようだが、徐々に上に上がるイメー

ジでいいか。 

（事務局）固定でも移動でもどちらでも可能。段差は徐々に 30ｃｍ程度上がるイメ

ージ。傍聴される方が利用しやすいのは、フラットにして会議室利用が良いの

か等を委員の方からのご意見を伺いたい。 

（委 員）高齢の方々から見ればフラットの方が良いのでは。 

（委 員）会議室（委員会室）の活用はどうなるのか。 

（事務局）この会議室（委員会室）については、議会が開会される際は各種委員会等

のため占有となるが、それ以外は諸会議等で利用予定である。また可動間仕切

りを設置予定であることから、大会議室にも小会議室にもなる予定である。 

（委 員）議長室と議会事務局を交換したほうがいいのでは。 

（事務局）議会の皆さんでご検討いただき、ご意見をいただきたい。 

（委 員）防災・防火設備はどのようなものか。 

（事務局）消防法等で定められている防火戸等を設置するとともに、耐火構造として

いる。各フロアに屋内消火栓を２か所想定している。 

（委 員）１階のフロアに個人的な周りに聞かれたくない相談に来られた方は、相談

室を利用するとの考え方で良いか。 

（事務局）どうしてもプライバシーに配慮しなければならないケースの際は、相談室

を利用する。また、人数が多い場合は、小会議室等も利用できる。 

（委 員）幼児のオムツを交換する場所はどこになるか。授乳室になるのか。 

（事務局）場所は明確に決定していないが、ユニバーサルトイレになる可能性が高い。

スペースのとり方を今後検討する。 

（委 員）最近は、母親だけでなく父親も交換するようになっているので、女子トイ

レだけに設置すると父親は入れなくなる。ユニバーサルトイレであれば、男性

も大丈夫だと考える。 

（委員長）制振構造とは何か。積雪対策は大丈夫か。 

（㈱羽田設計事務所担当者）構造について説明。外壁等について説明。 

（委 員）特に一階であるが、高齢者の動線も考えて執務室を設置してほしいと思う。

今の庁舎と比べると歩く距離が長くなるため、手すり等の設置などを考えてほ

しい。 

（㈱羽田設計事務所担当者）イスからカウンターまでの手すりを設置することは難し

い。車いす等を入口付近に設置するなどの対応を検討してもらいたい。 

（委員長）今後、意見等があれば事務局にお願いしたい。 

 

（4）今後のスケジュール 

  資料に沿って、今後のスケジュールを事務局より説明。 

 第３回建設委員会を５月３０日１８時３０分から、役場３階会議室で行うことと

した。 
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（5）その他 

  福祉課が新庁舎に移るべきかを検討した経緯と結論、福祉課の業務変更につい

て事務局より説明。詳細については「新庁舎建設に伴う福祉課の在り方の検討結

果について」をご参照ください。 

 

７．閉  会                            

以 上 

 

 

 

 

議事進行状況 

外観模型での概要説明 


